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　このDVDでは、日本の人権の歴史を大
きく変えた水平社創立の背景や、創立大
会の様子、そこに参加した人々の想いを、
現地や関係者を訪ねて取材し、明らかに
しました。
　自分たちの力で差別をなくそうと立ち
上がった人々の姿から学ぶことにより、
「差別」や「いじめ」を根絶するため、いま
何をなすべきかを問いかけます。

シリーズ映像で見る人権の歴史第7巻
水平社を立ち上げた人々～人間は尊敬すべきものだ～
（テーマ：人権全般・同和問題/対象：学校・一般）

新着DVDのご紹介

　小学生を対象に、安全で正しいスマホ
の使い方を解説した作品です。
　相手の気持ちを考える、ルールを守る
といった情報モラルを身に付けることが、
スマホやネットの安全な利用につながる
ことを、子どもたちに理解させます。
　ドラマシーンと解説シーンによる構成
で、事例を通してわかりやすく学ぶことが
できる作品です。

情報モラルを身に付けよう！
小学生のスマホの安全な使い方教室　１巻
（テーマ：インターネット/対象：小学生）

　えせ同和行為は、同和問題に関する誤
った認識を植え付け、偏見や差別を助長
する要因となっており、同和問題の解決
を阻害するものです。
　本DVDでは、えせ同和行為をはじめと
する不当要求行為の主な事例をドラマ形
式で具体的に紹介し、その心構えと対策
を分かりやすく紹介しています。

　いま、企業にとってハラスメントを防止
することはとても大きな課題になってい
ます。
　ハラスメントをしないためには、相手の
立場を尊重した上で自分の意思をきちん
と伝えることが大切ですが、ハラスメント
をさせないコミュニケーションの可能性
もこの作品では描いています。

ハラスメント・しない、させないための
双方向コミュニケーション
（テーマ：ハラスメント/対象：企業）

　主人公・未来が、上京し、期待を胸に入
居したシェアハウスには、個性豊かな住人
たちが暮らしていました。
　住人たちと時間、空間、思いをシェアし
て、未来が気づいたことを描きます。

　主人公・珠美は、自分とは異なる文化や
考え方を持つフィリピン人のミランダと
の対立や交流を通して、新たな視点に気
づかされ、「違い」は様々な問題解決の糸
口になることを学んでいきます。
　異なる文化の人たちを、ともに未来を
つくる新しい存在として尊重し、互いに高
め合っていく、多文化共生社会の実現を
目指す人権啓発ドラマです。 　隔離政策によって偏見や差別に苦しみ

ながら生きてきた、ハンセン病元患者や
その家族のエピソードをアニメーション
化し、国立ハンセン病資料館学芸員によ
る解説とともに収録しています。
　ハンセン病についての正しい知識や歴
史、その近年の動向など、ハンセン病に関
する理解を深めるとともに、偏見や差別
のない社会の実現について考えるための
DVDです。

新着DVDをご紹介します。あいち人権啓発プラザでは、
DVDリストをご用意しています。
お電話でのご予約も可能ですので、どうぞお気軽にお問
い合わせください。

シェアしてみたらわかったこと
（テーマ：外国人・LGBT・障害者/対象：一般・学校）

サラーマット～あなたの言葉で～
（テーマ：外国人・インターネット/対象：一般・学校）

（17分）（2020年）
（字幕付き） No.172
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（字幕・副音声付き） No.169

（46分）（2019年）
（字幕・副音声付き） No.170

（36分）（2019年)
（字幕・副音声付き） No.171

（21分）（2018年）
（字幕・副音声付き） No.173

（36分）（2021年）
（字幕・副音声付き） No.177

（34分）（2021年）
（字幕・副音声付き） No.178　

ハンセン病問題を知る～元患者と家族の思い～
（テーマ：ハンセン病/対象：一般・学校）

許すな「えせ同和行為」
～あなたの会社を不当な要求から守ろう～　
（テーマ：同和問題/対象：企業）


